
・1 単充のねらい

操作や作図などの活動を通してヲ基本的な平面図形の性質を見いだし，

角形の角についての性質を基にしてそれらを確かめることができる。さらにヲ証明の必要性と意味

及びその方法について理解できる。

2 

( 1）子

生徒は， 2年生になり最初の学習単元として「式の計算Jの学習を行った。その中の「文字式

の利用」ではヲこれまでに説明した「整数の性質」から，条件を変えて新たな命題をつくり，文

字を用いた式を使って説明する学習に取り組んだ。ここではラ例えば「連続する阿古石歪到の

和は，巨互固になる。」という命題を説明することでち与えられた命題には含まれない「真ん

中の整数の 3倍になる。」という新たな関係の気付きが生じた。そしてヲさらに仮定や結論部分を

変えることで自ら命題を考えヲその説明を追求する学習に取り組んだ。「連続する 5つの整数の和

は＇ 0 .。」「連続する 7つの整数の和はい＠＠」のように仮定を変えていく生徒やヲ「連続する 3

つの偶数の和は，偶数になる。Jという命題から，「真ん中の偶数の 3倍になる。」あるいは「6の

倍数になる。Jのように式の意味を読み取ることができた生徒もいた。さらに「連続する10個の整

（自然数）の和はヲ。. " .」を追求し，式の意味を読み取ることができた生徒はヲ素早く計算

する方法にも気付くことができた。生徒は，自らが予想した 1つの命題を説明することで学習を終

るのではなく，その命題から予想していなかった新たな数量関係をラ発見的にとらえ直す機会を

得ることができたといえる。この姿こそヲ本学校園算数。数学科が目指している数学的な思考と関

わる問いをもち追求する姿である。

しかし，このような数（整数）の性質を見いだす活動において，果たしてどれだけの生徒が実質

的（主体的）にその活動に取り組めているのか。主体的な学びができているのは，実は数学が得意

な一部の生徒だけであるのではないか。これまでの授業を振り返ってみるとー一部の生徒が発した

問いをきっかけに9 授業を次のステップ》＼と進めている現状もあった。全ての生徒に自分自身の開

いをもたせることが，一人一人の思考のスイッチをJられることにつながる。このような姿をより多

くの生徒から引き出すためにもヲ繰り返しこうした学習の機会を作っていく必要がある。図形領域

である本単元でもラ問題から間いをもち課題を追求していく力うさらに問題を振り返り発展的に考

図形をいろいろな視点からみる力を，一一、一人が仲ばすことができるような学習を目指して構

(2) との りについ

らとらえという

ものである。この 平面図形や空間図形についてり観

ってきた直観的な見方や考え方

ってきた。それを受けvて9 第2学年

これらを基にしてヲいわゆる論証に

to' 
｝ 

ることを中心とし

では，平行線や角の

論理的に考察し表現する能力

三角形の合同条件など

よって三角形や平行四辺形の基本的な性質を確かめられるよう してしJ、くことになる。これま
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とらえてきた図形の性質を，論理的に筋道を立てて推論していくというヲまさに数学的な推

に演緯的な推論）ができるようになることを目指していくことになる。

このように根拠をもって簡潔ラ明瞭に筋道立った説明ができるようにすることはヲ図形指導にお

るねらいの 1つである。そしてラ学習を通して図形の見方を豊かにしていくことは，このねらい

る上で極めて重要である。また，図形の見方が豊かになることで，生徒の数学に対する興味ゃ

を高めることができる。さらにはヲ日常生活において，身の回りにある様々な図形をとらえる

より豊かにすることにもつながると考える。

を進めるに当たってはヲ例えば「2つの角は等しくなりそうだ。」という予想を基に。「なぜ

るのだろうか。J，「いつでも成り立つのだろうか。」といった問題から生じた問ぃ吋して臥

な説明ができるようにしていく。さらに「条件を変えてみるとどうなるだろうか。Jといー

な潤いをヲ一人でも多くの生徒が自分自身の向いとしてn もつことできるようにしていきた

してこうした姿が現れるためには，本時のねらいにせまる問題になっているかヲさらに全て

わ生徒が考えられるヲまた考えたくなるような問題になっているかp というような視点をもって教

えていく必要があると考える。

2~－：：単売の肉審における開いをもち追求する姿を膏成するための具体的右手立て毒事について
上記中？ように図形領域のねらい等を踏まえた上でヲ今回はヲ 2年図形領域前半（「図形の調

j）を終えた後の課題学習として「星形江角形の角の和」の問題に取り組んでいしこの教材

「星形五角形の角の和」の問題）はヲ出版されている 7社全ての教科書ーで扱われているもの

で，多様な視点から図形を見ることができるというよさがある。また，平行線と角から頂点を動か

という問題に変えて星形五角形に変形して考えたり，星形六角形フ星形七角形ヲ・ーのように］百

を増やしヲまた結び、方を変えてみるという発展的措材としての扱いも可能である。今回一

星形多角形やヲその星形多角形の角の和のもつ規則性をラ学び合いやふりかえりを通して生

に追求していけるような展開を工夫した授業づくりに取り組みたいと考え
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に第 1次ではヲ星%五角形について知りヲ

の5つの角の和が180° になることの説

いろいろな方法で考えていく。第 2次で

星形七角a形はあるのか

していく O ここから特に星形七角形について取り上げヲ点の結

どうなるのか。また 7つの点を 2番目ごとに結

を3番目ごとに結んだ 7つの角の和が180°
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. 5つの点を一筆で結んで町いろいろな図形を作る。

. 5つの角の和が18げになることを，いろいろな方法で説明する。
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の角の和は何度にな

追求の過程の中で，

うにしたことによって？
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－星形八角形，星形九角形，星形十角形 の角の和を求める。

。星形多角形や，その星形多角形の角の和について気付いたことを

まとめる。（レポート作成）

課外

。星形口角形の角の和

。星形n角形の角の手I]に

ついて、のまとめ
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1つおことから学習をスタートしう 5つの点

きることに気付いた。そしてE 星形五角形の先端の角の

した図形の性質を根拠に町いろいろな求め方で追求して

1時）
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－星形六角形司星形七角形をヲ点の結び方にj注目してかいてみるo

' 7つの点、を2番目ごとに結んだ星形七角形の 7つの角の和が540°

になることを，いろいろな方法で説明する。

。7つの点を3番目ごとに結んだ星形七角形の 7つの角の和が18(!°

になることを，いろいろな方法で説明する。
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星形多角形やその星形多えたりすると9び方その点｛円周との）点の数を増やしたりヲ

角形の角の和にどんな規則性がある ?C.ょっ。

ら次のような気九のヰlで司班や学政全体で

｛星f｛，；多角Jl手の角の存lに関し

。2番目ごとに結んだ星形多角形の角の和

p番目ごとに結んだ星形多角形の角の和は， 180° ×（n 2 p）となる。

目ごとに結んだ星形六角形は三角形が2つn 阜、形八角形は四角形が2つ
,, 

、ム

2つでできている。

e 同じ星Ji喜多角形では，結び方を2番目， 3番目， と変えると，角の和は360°ずつ小さくなってし、るの

目ごとに結んだ星形多角形ではラ星形五角形と同じ図形が星形六角形には2つ含まれ、角の和は

130° >< 2 =360° となる。同様に，星形七角形には3つ含まれヲ角の和は180° ×3=540° となる。

.2 

［星形多角形に関して］

おわりに

を通してラ生徒が「星形多角形の角の和」に

ついて，点の数を増やしたりヲその点の結び方を変え

ゐとどのような星形多角形ができるのかラまたその星

角形の角の和はどうなるのか，といった数学的な

もち追求を深めていったりしたことを9

ートからも読み取ることができる。そして気付きの

るものの9 全ての生徒が学習のまとめと

り組んだレポート作成を通してラ星形多角形や

の星形多角形の角の和のもつ様々な規則性に気付く

ことができた。またレポート作成をきっかけに，新た

l習いをもち更なる追求に発展させることができた生

－星形n角形の nが奇数（ 5, 7ヲ9, ）のときにヲかくことができる星形多角形が lつずつ増えるo

o 星形多角形の図形をみると Q その中にその多角形が含まれている。例えば， 3番目ごとに結んだ星形

八角形の中には9 八角形や2番目ごとに結んだ星形八角形が含まれている。
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教材としら？

な問い
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J一人が問題から問い
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もう 1つの星形七角形は法則が当てはまらなくなっ

まだあまり角度を求めるやり

「星形七角形までは順調だったのにヲ

た。」

「なんで星形七角形の和が180° になるやつがあるのか。私は，

方が理解できていないので，もっと簡単な求め方があればよし、のに e

「2っとぱしの星形多角形の求め方が分からずラ解けませんでした。

生徒B

生徒C

2っとばしの

思形多角形の公式みたいなものを知りたいです。」

上司の記述からヲ多くの生徒は具体的な星形多角形の角の和を求めることを通してうどんな星形多

角形の角の和でも求めることができる公式を見つけたいという意識が強くなっていったことが分か

だからヲ
生徒D

学習のふりかえりに生徒Bは次のように書いていた。

る。

また，

いろいろな図形の性質を組み合わせていけば答えを求めること

どういう規則があるのか。八ヲ九，十＇ ..と調べて見つけて
星形七角形のような寵雑な図形でも，

ができるので楽しかった。星形の図形には，

みたい。

(3）星形n角形の角の和（第 3次第 4時〉

第 3次ではヲ前時までの学習を振り返り 9 「星形八，九ラ十。 0 ・角形となっても180度ずつ増えて

いくのか。」「このきまりはヲ本当に成立するのか。」「またヲすべての星形多角形にあてはまる公式

のようなものはないか。」といった新たな聞いをもって国 5のように追求してハ？九竺fど
iま わ り ゼ 佃 切 脈 に

墨彩（ t-）持軍手予香i,t1'

墨書事［寸） ffe悪影

41昔日

「ブーメラン形を見つけること」は，角の和の求め方にもパターンを見いだし，

囲むこと」が有効であると気付いた生徒も多くいた。
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での角 0)和をまと

ても予想できる生徒もい

での 1つ 1つの追求を基に，

げていった。つレ」

1のように星形十角形

星形口角形の角の和
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